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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ：無 

 
２．平成１６年３月期第３四半期業績の概況（平成 15 年 4 月 1日～平成 15 年 12 月 31 日） 

（１） 売上高 （注）金額は百万円未満を四捨五入しております。 
 百万円      ％ 

１６年３月期第３四半期 ３０３,８１３ ０.７ 
１５年３月期第３四半期 ３０１,５８８  ―― 

(参考) １５年３月期 ４０８,６５８ △０.２ 
（注）①売上高は、当該四半期までの累計値です。パーセント表示は、前年同期比増減率です。 

       ②四半期業績数値の算出は１５年３月期第１四半期からのため、１５年３月期第３四半期の 
前年同四半期比増減率の記載は行なっておりません。 

 
［売上高に関する補足説明］ 

当第３四半期は、市場環境が底這いとなっている設備・建築部材セグメントを除き、全体的に需要が堅
調に推移し前年同期を上回りました。特に、１０月～１２月の３ヶ月売上は前年同期比で３．４％の増加
となりました。 
なお、当社は、配管機器は第３四半期に、エンジニアリング事業は第２･第４四半期に売上が集中する
という季節要因があります。 

 
（ご参考）単独売上高 （注）金額は百万円未満を切り捨て表示しております。 

 百万円 ％ 
１６年３月期第３四半期 １８１,１９１ △０.７ 
１５年３月期第３四半期 １８２,５３９  ―― 

(参考) １５年３月期 ２４６,８３５ ４.３ 
 

（２）当該四半期における上場会社の属する企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
① エレクトロニクス製品や次世代自動車分野で需要の伸長が見込まれる軟磁性材料分野において圧倒的
な競合優位性を確立するため、米国・Honeywell社よりアモルファス金属材料事業を買収しました。こ
れに伴い、同事業の製造拠点としてMetglas,IncorporatedおよびHitachi Metglas (India) Private Ltd.
を設立、Shanghai Metglas Zhixin Amorphous Metals Co.,Ltd.の株式を取得し、上記３社は新規連結
会社に、また、日本非晶質金属株式会社の株式を取得し、同社は持分法適用関連会社となりました。 

② 永久磁石および磁石応用製品を中心とするエレクトロニクス材料事業をさらに強化発展させるため、平
成１５年６月２０日に住友特殊金属株式会社と「包括的事業提携契約」を締結しました。同年８月１９
日に住友特殊金属の総株主の議決権数の３２.９％の株式を取得し、同社は持分法適用関連会社となり
ました。 
なお、平成１６年４月１日付で同社と磁石事業の再編を行い、当社の永久磁石及び磁石応用製品に関す
る事業部門を会社分割し、住友特殊金属がこれを承継する会社分割契約を平成１５年１２月１８日に締
結しました。分割に際し、住友特殊金属は２１,０００千株の普通株式を発行し、日立金属に割当交付
します。これにより日立金属は住友特殊金属の総株主の議決権数の５１％を所有し、住友特殊金属は日
立金属の連結子会社となります。また、住友特殊金属は商号を分割期日である平成１６年４月１日付で、
「株式会社 NEOMAX」に変更する予定です。上記会社分割は、平成１６年２月２５日開催予定の臨時
株主総会に上程いたします。 



 
③日立グループとしての水処理事業の競争力を高めるため、平成１５年１０月１日付で当社の水処理事業

を日立プラント建設株式会社に譲渡いたしました。 
 
上記による平成１６年３月期の業績への影響は軽微であり、業績予想数値に織り込み済みです。 

 
 
 
３．平成１６年３月期の業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 
 
 当期の業績見通しにつきましては、第３四半期はほぼ計画どおりに推移しており、単独業績における売上

については、平成１５年１０月２８日発表の業績予想数値に対し若干の増を見込んでおります。原材料価格

の上昇など市場環境は不透明な状況ですが、既存製品の収益力強化と新製品の開発に注力するとともに、引

き続き体質強化を図ってまいります。 
今後の状況変化により、開示が必要となった場合には、速やかに開示いたします。 
 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり 

予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円  

連   結 ４０８,０００ １１,０００ ２,５００ ７円００銭
単   独 ２４３,０００ ６,０００ ２,３００ ６円４４銭

 
以  上 

 


